せめぎあう宗教と国家 -- エチオピア 神々の相克と共生 (資料紹介) by 児玉 由佳




経済研究所 / Institute of Developing






 資 料 紹 介  
35 アフリカレポート 2015年 No.53 










石原 美奈子 編著 
東京 風響社 2014年 436 p. 
 
 エチオピアの宗教別内訳は、統計ではエチオピア正教会 44％、イスラーム 34％、プロテスタン





 本書は 5 部構成で 9 章から成っている。第一部「国家と宗教」では、多数の信者を抱えるエチ









ホールにおける精霊憑依の持つ革新性（第 5 章）とカファの霊媒師の社会的周縁化の過程（第 6
章）を取り上げている。第四部「対立と共存」では、バンナにおけるミッションの国家や伝統宗
教との関係（第 7 章）やジンマでのムスリムとキリスト教徒の共生と対立（第 8 章）を検討して
いる。第五部「偏在する神性を求めて」では、オロミヤ州ボサトの人々によるムスリムとキリス
ト教徒が混在する巡礼の形成する共同性について報告されている（第 9章）。 
 エチオピア正教会の信者の多い北部でのフィールドワークがないのが残念だが、人々の生活の
中でどのように宗教が息づいているのかを歴史的な経緯を踏まえた上で丁寧に調査・分析してい
る本書は貴重である。 
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